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真空管のヒーターの明るさが違うものが
ありますが性能には影響ありません

株式会社 トライオード

〒３４３－００３２ 埼玉県越谷市袋山６０９－３

ＴＥＬ：０４８－９４０－３８５２
ＦＡＸ：０４８－９４０－３８５３
Ｅメール：service@triode.co.jp

不明点やご質問は当社ユーザーサポート係宛、下記時間内にお問合せ下さい
ユーザーサポート受付時間： 月曜～金曜 ＴＥＬ １０：００～１６：００

御注意（感電について）

このアンプは高電圧 (直流１０００Ｖ) を使用するため、感電されないよう細心の注
意が必要です。なお内部接触による人体の損傷や火傷などの責任は負えませんので絶
対に裏蓋を開けないでください。予め御了承ください。

注意事項

万一次の様な異常が起きたら次の指示に従って下さい。
・煙が出たり変なにおいがする。
・機器の内部に異物や水が入った。
・落としたりキャビネットを破損した。
すぐに機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグを本体から抜いて下さい。
異常状態のままお使いになると、火災・感電の原因になります。
当社サービス担当に修理をご依頼下さい。

この機器は、日本国内のみの使用に限ります。表示された電源電圧（交流１００
Ｖ）以外の電圧で使用しないで下さい。指定以外の電圧や直流電源などに接続し
た場合、火災・感電の原因になります。

この機器の通風口をふさがないで下さい。
通風口をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となります。

この機器の通風口などから内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり落
としたりしないで下さい。火災・感電の原因となります。
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電源コードを傷つけたり、電源コードの上に重い物を置いたり、電源コードが本
機の下敷きにならないようにして下さい。電源コードに傷がついて火災・感電の
原因になります。万一、電源コードが破損（芯線露出や断線など）したら、当社
サービス担当まで御連絡下さい。

電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に折り曲げたり、ねじったり、引っ
張ったり、加熱したりしないで下さい。電源コードが破損すると火災・感電の原
因になります。万一、電源コードが破損（芯線露出や断線など）したら、当社サ
ービス担当まで御連絡下さい。

電源プラグの端子及び端子の付近にほこりや金属物が付着している場合は、電源
プラグを抜いてから乾いた布で取り除いて下さい。そのまま使用すると火災・感
電の原因になります。

この機器の上に花瓶や水などの入った容器を置かないで下さい。
内部に水が入ると火災・感電の原因になります。

この機器を改造しないで下さい。火災・感電の原因になります。

この機器を設置する場合は、放熱をよくするために、他の機器との間を離してお
いて下さい。内部に熱がこもり、火災の原因になります。

注意
電源を入れる場合は音量を最小にして下さい。
突然大きな音が出て、聴力障害などの原因となることがあります。

オーディオ機器等の機器を接続する場合は、各々の機器の取り扱い説明書をよく
読み、電源を切り、説明に従って接続して下さい。また、各接続は指定のコード
を使用して下さい。

この機器はコンセントの近くに設置し、電源プラグに容易に手が届くようにして
下さい。

次のような場所に置かないで下さい。火災、感電やけがなどの原因になることが
あります。
・ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所
・湿気やほこりが多い場所
・調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気が当たる場所

電源コードを熱器具に近づけないで下さい。
コードの被覆が溶けて、火災や感電の原因となることがあります。

電源コードを抜くときは、電源コードを引っ張らないで下さい。
コードが傷つき、火災や感電の原因になることがあります。
必ずプラグを持って抜いて下さい。

濡れた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。
感電の原因になることがあります。

本機を移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか
ら抜き、機器間の接続コードなど外部との接続コードを外してから行って下さい。
コードが傷つき、火災・感電の恐れがあります。

旅行などでこの機器を長期間御使用にならない場合は、安全のため必ず電源プラ
グをコンセントから抜いておいて下さい。

お手入れの際は安全のために電源プラグを電源コンセントから抜いて下さい。

※ 付属の電源コードは本機専用です。他の機器では使用出来ません。
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保証について
本製品のパーツ交換を含む改造などをされた時点で保証の対象外となりますので御注
意下さい。この場合の修理は全て実費とさせていただきます。

製品付属の真空管以外の真空管を使用された場合の故障は保証対象外とさせていただ
きます。
真空管の電気的性能以外の印刷部分を含む外観上あるいは内部の構造等に関しては保
証の対象外とさせていただきます。

トライオード純正以外の真空管交換によるアンプ本体および他の真空管、また接続さ
れた機器に与えた不具合に付きましては保証対象外とさせていただきます。

商品の不良・故障に起因する、商業上または資産上その他いかなる損害に対しても、
損害賠償責任は負いかねますので御了承下さい。

業務用など一般家庭用以外での使用による故障および損傷。

接続および操作方法

ＸＬＲバランス接続について

本機のＸＬＲバランス入力端子の内部回路はバランス回路ではありませんので接続す
る入力機器のバランス回路を本機で継承することはできません。通常のＲＣＡアンバ
ランス回路と同等と考えて下さい。
本機のＸＬＲ端子は２番ホット，３番オープン（接続なし），１番グランドです。

１）開梱しましたら真空管ボンネットの左右を持って上方に引き上げて取り外しま
す。真空管に被っている４本のクッション材を取り出します。真空管がまっす
ぐささっているか確認し真空管ボンネットを元通りかぶせます。

２）ＯＵＴＰＵＴターミナルにスピーカーケーブルを接続します。０Ω端子にはス
ピーカーからのマイナス端子を接続します。プラス側は対応のインピーダンス
に接続しますが６Ωスピーカーは８Ω端子に接続して下さい。

３）電源ケーブルを接続します。

＊御注意 レコードの再生には別途フォノイコライザーが必要です。

プリメインアンプとして使用する場合

１）ＲＣＡターミナルにはあらかじめ保護キャップがかぶせてありますので使用する
ときは外してください。入力端子にはＬＩＮＥ１，ＬＩＮＥ２，ＬＩＮＥ３、バ
ランス（ＸＬＲ）があります。それぞれの端子にＣＤプレーヤー等からのケーブ
ルを接続します。バランス（ＸＬＲ）ケーブルを使用する場合は後部バランス切
替スイッチがＢａｌａｎｃｅ Ｌｉｎｅ－ｉｎ（下側）になっているか確認しま
す。

２）音量ボリュームは本体またはリモコンで操作します。

３）入力セレクターは本体またはリモコンで操作します。
※本体のセレクターで入力を切り替えする場合はノブを右回しで切り替えて下さ
い。左回しで切り替えるとＰＲＥ－ＩＮからＬＩＮＥ３に切り替わるときにスピ
ーカーから‘バチ’ノイズが出る場合があります。

４）音量ミューティングはリモコンのみで操作します。
ミューティング中はボリュームノブ内の青色ＬＥＤとセレクターポジションの緑
色ＬＥＤが点滅します。
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パワーアンプとして使用する場合

ＲＣＡケーブルを使用する場合

１）ＰＲＥ－ＩＮ端子にプリアンプからのケーブルを接続します。
なおプリアンプからのケーブルはノイズを拾いやすいので１ｍ以内のケーブルの
使用をお勧めします。

２）セレクターつまみをＰＲＥ－ＩＮに回します。

３）本機の音量ボリュームは使用できませんのでプリアンプの音量ボリュームを使用
します。

＊ＰＲＥ－ＩＮ位置に回す場合はＰＲＥ－ＩＮ端子につながっているプリアンプの
電源を切るかボリュームは最小にしておいて下さい。プリアンプのボリュームを
絞っていないと大きな信号が入力される場合があり、スピーカーを破損すること
がありますので御注意下さい。

バランス（ＸＬＲ）ケーブルを使用する場合

１）バランス（ＸＬＲ）ターミナルにプリアンプからのバランス（ＸＬＲ）ケーブル
を接続します。

２）セレクターつまみをＢＡＬＡＮＣＥに回します。

３）後部バランス切替スイッチをＢａｌａｎｃｅ Ｐｒｅ－ｉｎ（上側）へ倒します

４）本機の音量ボリュームは使用できませんのでプリアンプ側の音量ボリュームを使
用します。

＊ＰＲＥ－ＩＮ位置に回す場合はＰＲＥ－ＩＮ端子につながっているプリアンプの
電源を切るかボリュームは最小にしておいて下さい。プリアンプのボリュームを
絞っていないと大きな信号が入力される場合があり、スピーカーを破損すること
がありますので御注意下さい。

バイアス調整方法
８４５真空管を交換した場合はバイアス調整が必要です。６ＳＮ７／２Ａ３真空
管を交換の場合はバイアスの調整は必要はありません。

＜調整の際は先の細いマイナスドライバーが必要です。
なおセラミックドライバーの様な電気的に絶縁されたドライバーを御使用下さい＞

１，バイアス切替スイッチを調整する側へ倒します。
バイアスチェック用切替スイッチの場所はシャーシ上部中程手前にあります。

スイッチは通常は真ん中（ＯＦＦ）にしておきます。バイアスチェックの時、左側の８４５真空管

をチェックする場合は左（Ｖ１）側に倒します。右側の８４５真空管をチェック する場合は右

（Ｖ２）側に倒します。

２，バイアスメーターを見ながらバイアス調整つまみを回してバイアス値を
７０ｍＡ（左から７番目の目盛）に合わせます。
バイアス調整つまみはシャーシ上部にあります（Ｌ側は８４５真空管左側、Ｒ側は真空管右側）

左に回すとバイアス値が減ります、右に回すとバイアス値が増えます。

調整の時はゆっくり回して下さい。
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バイアスメーターはフロントパネルにあります。目盛りは１０目盛りあり、一番左が０ｍＡ、

一番右が１００ｍＡです。設定値は７０ｍＡ（左から７番目の目盛り）です。

ハムバランサーについて
＜調整の際は先の細いマイナスドライバーが必要です。

なおセラミックドライバーの様な電気的に絶縁されたドライバーを御使用下さい＞
８４５真空管は直熱３極管のため、８４５真空管を交換した時にハムバランサーの調整が必要になる場合

があります。ハムバランサーの位置はバイアスつまみの後ろ側です。スピーカーからハム音が聞こえる場

合に、このボリュームを左右にゆっくり回しハム音が一番小さくなる位置で止めます。

TRV-845SE仕様
この規格値は正常に動作している場合の値であり、真空管のバラツキなどの要因で
変動するため保証値ではありません。

最大出力 ： Ａ級２０Ｗ＋２０Ｗ
ＳＮ比 ： ８９dB以上
歪率 ： ０.１％以下
入力感度 ： ０.９Ｖ
出力端子 ： ４Ω、８Ω、１６Ω
周波数 ： １０Hz ～ ５０kHz -1dB
使用真空管： ８４５×２本、２Ａ３×２本、６ＳＮ７×２本
消費電力 ： ３００Ｗ（定格電力）
付属品 ： 電源コード、真空管ボンネット、リモコン

サイズ ： Ｗ４６０ｍｍ×Ｄ４４０ｍｍ×Ｈ２６０ｍｍ
重量 ： ４１ｋｇ

＜ 製品についてのご注意 ＞
本機は一般家庭用オーディオ機器として作られたものです。
一般家庭用以外（たとえば飲食店等でのBGMなど営業用の長時間使用、車両、
船舶への搭載使用、野外での使用など）に使用しないでください。
一般家庭用以外の使用で故障した場合は、保証期間内でも有償修理とさせて
いただきます。
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ヒューズ交換
ＡＣ電源ソケット内の下側のヒューズホルダーをマイナスドライバーで開けます。
ヒューズは１２５Ｖ(または２５０Ｖ)タイムラグ型Ｔ８Ａを使用して下さい。

リモコンの電池交換
リモコンの手前側のプレートのネジを付属のレンチで外します。
中のクッションを外しますと電池ボックスが見えてきます。
付属のレンチの先で引っかけて電池ボックスをゆっくり手前に引き出し電池交換しま
す。電池は単四形電池２本です。終わりましたら元通り組み上げます。

スペアーパーツ
８４５真空管（中国製） １本 ￥２０，０００（税別）
２Ａ３真空管（中国製） １本 ￥２０，０００（税別）
６ＳＮ７真空管（中国製） １本 ￥２，８００（税別）


